






要約:在胎 24 週時の胎児超音波検査にて右横隔膜ヘルニアと診断された胸腔内腸管嚢腫の

一例を経験した。児は在胎 36週で帝王切開にて出生した。胸部 X線写真では縦隔陰影の拡

大を認め両側肺は殆ど含気がなかった。また胸腔内に腸管の脱出はなく横隔膜ヘルニアは

否定された。生後 6日目に開胸術を施行した。右胸腔内に嚢腫が存在しその最下端は管状

となり食道裂孔の方へ伸びていた。切除した嚢腫は組織学的には、ほぼ完全な腸管構造を

有しており腸管嚢腫と診断された。 


